
■第一選択薬

■重症例

安価、重症例も使用可

【成人】インフルエンザ治療薬の院内フォーミュラリ（治療）

オセルタミビルカプセル75 mg 一治療の薬剤費：1,116.0円 1回75 mg 1日2回 5日間※1

オセルタミビル DS3% 一治療の薬剤費：1,987.5円 1回75 mg 1日2回 5日間※1

※1 成人の腎機能障害患者 10＜ Ccr ≦ 30（mL/分）1回75 mg 1日1回 5日間
Ccr ≦ 10（mL/分）では推奨用量は確立していない

（日本透析医学会・日本透析医会では透析患者は1回75 mg１日１回単回投与推奨（透析日は透析後投与））

ラピアクタ点滴静注液バイアル150 mg
一治療の薬剤費

（1回300mg 5日間）:

31,820円

1回300 mgを15分以上かけて単回点滴静注
重症例は1回600 mg 症状に応じて連日投与可※2

※2 成人の腎機能障害患者 30 ≦ Ccr ＜ 50 （mL/分）通常1回100 mg 重症例１回200 mg

10 ≦ Ccr ＜ 30 （mL/分）通常1回50 mg     重症例１回100 mg

 (10 mL/min未満及び透析患者の場合、慎重に投与量を調節のうえ投与すること)
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■第二選択薬

ゾフルーザ錠20 mg
一治療の薬剤費：9,755.2円 （80kg以上）20mg錠4錠を単回経口投与

一治療の薬剤費：4,877.6円 （80kg未満）20mg錠2錠を単回経口投与

経口投与困難な場合や確実な投与が求められる場合、
その他の事情により静注治療が適当であると医師が判断した場合



■第一選択薬

■第二選択薬

安価、重症例も使用可

【小児】インフルエンザ治療薬の院内フォーミュラリ（治療）

オセルタミビルカプセル75 mg 一治療の薬剤費：1,116.0円 体重37.5kg以上の小児：1回75 mg 1日2回 5日間

オセルタミビル DS3%
- 幼児（1歳以上）：1回2 mg/kg1日2回 5日間

- 新生児、乳児（1歳未満）：1回3 mg/kg1日２回５日間

経口投与困難な場合や確実な投与が求められる場合、
その他の事情により静注治療が適当であると医師が判断した場合

ラピアクタ点滴静注液バイアル150 mg
一治療の薬剤費

（1回300mg 5日間）:

31,820円

1日1回10 mg/kgを15分以上かけて単回点滴静注
症状に応じて連日反復投与できる
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